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巌蒙慕誹

平成23年 12月 4日 (日 )「第 1回骨髄バンクにまつわる命の作

文コンクール」表彰式がイオン上越店アコーレ 1階セントラル

コートにて盛大に開催されました。

審査委員長小埜裕二先生 (上越教育大学教授)を 中心に、松

井千鶴子先生 (上越教育大学准教授)佐藤ゆかり先生 (上越教

育大学講師)に よる厳正な審査の結果、特別賞 6作品、優秀賞

9作品 (次項にて紹介)が入賞され、県内各地から受賞者が出席されました。

今回の表彰式では栄えある受賞を祝うために、特別審査員を務めら

れたプロ野球選手の上原浩治氏 (現テキサスレンジャーズ)も 出席さ

れ、表彰状授与のほか トークショーでは自身の骨髄バンクヘの思いを

語り、協力の呼びかけもされました。

この作文コンクールは、これからの骨髄バンクを支える県内の小中

学生に骨髄バンクにまつわる経験や書籍、ニュースなどから命の尊さ

や大切さを認識してもらい、骨髄バンクヘの関心が高まる事を願つて

スター トしました。 2回 日以降も多 くも作品に出会える事を心から

願っています。



鱒 奎 護 筆 羅 警 壼 棗 蟻 蔭 豪 爾 奎 鐵 會 聾 爾 饉 爾 ● ● ● ● ● ● ● ● 饉 警 鐵 難 蓼 難 爾 饉 CCC驀 議 畿 驚 餞 警 躍 驀 肇 ● ● ● ● ● ● ● ● 鶯 鰺 鐵 護 護 譲 総 議 幾 饉 畿 螢 檬

驚|,機る

ギ
◆新潟県知事賞

『「笑顔」のためにできること』

毛利 有沙 (長岡市立宮内中学校 3年 )
◆新潟日報賞

『友達が教えてくれた、骨ずい移植の大切さ』

伊倉 稜貴 (上越市立高志小学校 6年 )
◆日本骨髄バンク賞
『生きる一骨髄バンクの大切さを知って一』
西田 麻里 (新潟市立新津第五中学校 1年 )

◆骨髄バンクサポート新潟賞
『今僕達にできること』

佐藤 圭祐 (長岡市立宮内中学校 2年 )
◆上原浩治賞
『我慢』

山本 陸人 (南魚沼市立後山小学校4年 )
◆審査員特別賞
『命をつなげる』

金田 優花 (柏崎市立南中学校3年 )

◆優秀賞

『命について』

高桑  楓 (出雲崎町立出雲崎小学校 5年 )
『命の大切さ』

丸山 双葉 (出雲崎町立出雲崎小学校 6年 )
『きっかけそして参加する』

坂上 雅子 (上越市立高志小学校 6年 )
『本を読んで考えたこと』
山本 芽育 (上越市立高志小学校 6年 )

『白血病・骨髄バンクについて』

清水 尚子 (上越市立八千浦小学校 6年 )
『命の停さ』

吉田 稀璃 (柏崎市立南中学校 2年 )
『命について』

植木 友里 (柏崎市立南中学校 2年 )
『「いのちのあさがお」について』
関矢 尚紀 (柏崎市立南中学校 3年 )

『本当の答えとは…』

池宮  舞 (三条市立第一中学校 3年 )
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◆新潟県知事賞
『「笑顔」のためにできること』 長岡市立宮内中学校 三年 毛利  有 沙

「骨髄バンク」という言葉を初めて聞いたのは今年の夏休みだった。あるテレビ番組でドナー登録者を増やそうとするボ

ランティア活動について放映されていた。東日本大震災の影響で、命の尊さを深く考えるようになっていた私は、番組内容
に自然と引きこまれていった。

新潟県の隣県である群馬県はドナー登録者が極めて低いという。検査できる場所の少なさと登録会を行ったことがないた
め認知度が低いことを知ったボランティア団体は、献血と合わせての初の登録会を行った。献血者は骨髄移植にも関心を寄
せている人が多く、その結果献血者の約三割がドナー登録を行ったという。私はすごいと思った。人のために何かを行うこ

とのできる人たちが思っていた以上に大勢いることにとても嬉しい気持ちでいっぱいになった。

番組の中でドナー登録を行った女性の「困っている病気の人が背負ったリスクに比べれば大したリスクではない。」とい

う言葉がとても心に残った。採血の検査や移植には全身麻酔というリスクがある。しかし、自分のリスクよりも一つの命を

救うことを選んだ女性はとても立派だと思う。私はまだ十四歳なので、献血もドナー登録もできる年齢には達していない。

自分自身ができる年になった時、呆たしてこの女性のように献血をしたり、 ドナー登録を行うことができるか考えてみた。
今の私には全く見当がつかない。身体に痛みを感じる恐怖に耐えられない気もする。その反面、自分の一部が別の形で第三

者に役立つのならと胸を張って率先して行っている気もする。家族の同意が得られるかも分からない。
ただ、一つしっかりと言えることは、人のために役に立ちたいという気持ちだ。私にできることは小さいことかもしれない。
でも私と同じように役に立ちたいという気持ちを持っている人がたくさん集まれば、大きな力となるのではないだろうか。

番組のボランティア団体を起ち上げた人は、自分自身が移植を受け、元気になった人だった。次は自分が人を助ける番だ
からとボランティア活動に取り組んでいる。

これから先、私も何がおこるか分からない。だからこそ自分の命を大切に、一人でも多くの人が元気に笑顔で毎日を過ご

せるよう、私も人の支えになってあげたいと思う。

そして、「骨髄バンク」という認知度がもっと高まり、 ドナー登録者が増え、移植を受ける患者の笑顔が日本中に広まっ
ていくことを願っている。
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0新潟県血液疾患患者会マルク“s交流会に参カロして
今年度は、2回ありました。6月 11日 (土)新潟市で、 10月 9日 (日 )長岡赤十字病院内でマルク `s交流会が
あり、参加してきました。特に長岡赤十字病院の交流会では、新潟県内在住の血液疾患の方や、病院内に入院中の患

者さんやご家族の方が集まり、自己紹介を兼ねて病歴、悩んでいる事等を話し合いました。私自身15年前に急性骨髄

性白血病を発症し、骨髄バンクを介しての骨髄移植をして今、生きています。交流会には、なるべく参加してたくさ

んの方の話が聞けるのを毎回楽しみにしています。今回は病院内ということもあって、ご家族の方からの悩みも聞か

せてもらう事が出来ました。また、ドクターや看護師の皆さんも参加してもらい、それぞれの立場からの意見が聞けて、

本当に有意義な時間でした。 (小林昌美)

○タオルハンカチ&小児用文具を入院中の患者さんへ贈呈
イオン上越店様より「幸せの黄色いレシー トキャンペーン」

を通じて当法人へのご寄付を頂いたご厚意を、タオルハンカチ

や小児用文房具に換えて受け取り、11月 18日 (金)に県立がん
センター新潟病院、12月 14日 (水)に長岡赤十字病院へお届け
する事が出来ました。

0語り部講演会 (*講演会は無料で開催できます。お気軽にご相談下さい)
10月 31日 (月 )上越保健医療福祉専門学校、11月 18日 (金)新潟市立亀田西小学校 5年生、6年生、12月 3日 (土 )
加茂暁星高校衛生看護科にて講演会を行いました。聞いて下さった方の年齢は違いますが、みなさん骨髄移植闘病体

嘔褥洟躙輻鰺鑽鑽 彎晰財螂巡跛檸燿 磯ヒニ場嚢』■1経 験談に聞き入り、涙を流す生徒さんも多くみられました。また、

骨髄バンクをもっと知りたい、大きくなったら登録したいなど

積極的な感想も寄せられ、有意義な時間を過ごすことが出

来ました。ありがとうございました。 (斉木桂子)

亀田西小学校にて上越保健医療福祉専門学校にて 加茂暁星高校にて

○教育コラボ2011に参力|
11月 12日 (土)「教育コラボ2011」 に参加して来ました。
今まで、 ドナー登録会などをお手伝いしてくれた子供たちの写真や
簡単なクイズをさせてもらいました。また、創作紙芝居「赤ずきんちゃ

んとやさしいおおかみくん」の上演もさせてもらいました。

決して多くいの方が来て頂けた訳ではありませんが、子供たちと一

緒にクイズを考えたり、紙芝居後の皆さんからの温かい拍手は、忘れられません。ありがとうございました。

8骨髄バンク全国大会に出席
昨年12月 17日 、骨髄移植推進財団の設立20周年記念大会に参加しました。大会前の地区普

及広報委員研修会では、数人のボランティアから活動報告がありましたが、皆さんのボラン

ティア活動にかける熱意に、自分も何かしなければと衝き動かされる思いでした。大会での

講演のグストは浅野史郎さんで、「足下に泉あり」というという話と「ボランティア」の語
源について説明がありました。「止むにやまれない」という気持ちがボランティアにつなが
るのだそうです。私の住む新潟市では、献血並行のドナー登録会の回数がまだまだ少ないので、24年度の登録会を増
やすよう、各方面に働きかけていきたいと考えております。新潟市でのドナー登録活動が盛んになるように、足元をしっ

かり掘り下げるように進めていきます。 (小島 充)

○オリジナル紙芝居上演♪
12月 14日 (水)燕市立栗生津小学校6年生に紙芝居の上演をさせていただきました。
私は小学生に対 して紙芝居を読むのは初めてで、幼すぎるかと思つていました。でも

紙芝居と言っても内容は、 ドナーさんになるための流れを忠実に書いてあるため、難し
い部分もあります。それによって子ども達は興味を持ってくれないのではないかとわた

しは不安でした。しかし子ども達はみんな真剣に紙芝居を見ていて、自分たちなりに重

要なところをメモしながら聞いていました。そんな子ども達を見て私はうれしかったですし、

てくれる人がもっと増えてほしいと思いました。そしてそのためにわたしも頑張ります ||
こんな風に関心を持つ

(小林美友)



甕華攀轟議■章録者数
09/29長岡技術科学大学 16名 09/30 佐渡島開発総合センター 2名

09/30五泉市村松保健センター 1名、シイエムケイ蒲原電子 (株)0名、南部郷総合病院

010/4 西蒲区役所 1名 012/22水原郷病院 11名  01/12(株 )カ シックス 1名

01/13本寸上rll役所 2名、本す_L地域lFt興局 3名
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(H23年 9月 24日～H24年 1月 20日 まで)

【賛助会員】

○梅沢由美様  ○砺波由香子様  ○樋熊みちよ様 ○山本孝子様
○高橋通子様  ○さくらメディカル株式会社様   ○小山弘子様
○二所宮智子様 ○大田冷子様 辟
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新潟県立中央病院血液内科

看護師 メa竜
「私のほかにも同じ病気の人はいますか?」 この言葉を聞く度に、近くで患者さん同志の交流の場があればと思っ

ていました。しかしいつ、どこで、誰が、どんな形でするか手探り状態でしたが、それでも私たちでやつてみないと|

と始めたのがきっかけでした。当初は自己紹介で終わった感じでしたが、実際に形にした

ことで改善点も見え始めました。回数を重ねてきたら、患者さん同志でないと共感できな

いことも話せるようになってきたと感じます。本当は病気の話をする事も、しない事も辛

いでしょう。しかしこの場が少しでも皆様の心の寄り所となり有意義な時間が過ごせれば

と願つています。皆さんと一緒に作っていく患者会でありたいと考えています。

日
一
場
一
備

11月 12月 現在数 累計数

ドナー登録者 4,097 3853 400,972 527023

内新潟県 9,980

ドナー減少数 1,100

内新潟県

患者登録者 2,915 34,642

骨髄移植例 13,713

正会員 賛助会員

個人一口 2,000円 より
団体一口 10,000円 より

個人一口 2,000円 より
団体一口 10,000円 より

ボランティア活動を一緒に

して下さる方

総会での議決権あり

資金援助をして下さる方

総会での議決権なし

振込先日座名 NPO法人骨髄バンクサポー ト新潟
郵便振替口座  00500-5-97142骨髄バンクヘのお問合わせ面 。0120… 445…445
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